
























































































































| e講談社の自然科学専門書 ーロ
抗変異原・抗発かん物質とその検索法

耀
制がん研究に注目される知識・方法の集大成。抗変異原・抗発がん物質の作用機序と数多

くの例を集積整理し、動物や各種の細胞を用いて新しい物質を検索する手法を示した。遺

伝学・分子生物学・創薬関係者必携の書。

主な内容：l第 I編 抗変異原・抗発がん物質とその作用機序| 1章抗変異原物質の作用機序 変異原と抗変異原物質
？章変異原不活化物質 変異原の化学的不活化／変異原の酵索的不活化／変異原の代謝活性化の抑制 3章 生物

的変異原作用 突然変異の誘起と抑制／SOS応答と突然変異の誘起／組換え修復活性の促進／除去修復活性の促進 4 

章 植物中の抗変異原物質 野菜 ・果物の抗変異原物質／香辛料の抗変異原物質／天然香料の抗変異原物贋／緑茶の

抗変異原物既／ピタミン類の抗変異原性／薬草の抗変異原物質／食物繊維の抗変異原性 5章 生体成分の抗変異原性

血液中の抗変異原物質／唾液中の抗変異原物贋 6章 抗発がん物質とその作用 抗過酸化物質／発がんプロモーショ

ンの抑制／がんの化学予防 I第II編 抗変異原・抗発がん物質の検索法17章 微生物による検出法 細菌を用いる方
法／酵母を用いる方法 B章 植物による検出法 染色体異常を検出する方法／突然変異を検出する方法 9章 毘虫に
よる検出法 ショウジョウバエを用いる方法／カイコを用いる方法 10章 培養細胞による検出法 迫伝子突然変異を検出す

る方法／染色体異常を検出する方法／姉妹染色体分体交換を検出する方法／小核を検出する方法／DNA鎖切断を検出する

方法／DNA修復の検出／不定期DNA合成を検出する方法／トランスフォーメーションを検出する方法 11章 実験動物によ

る検出法 染色体異常を検出する方法／小核を検出する方法／不定期DNA合成(UDS)を検出する方法／DNA変異を検出

する方法／迫伝子突然変異を検出する方法／発がん性を検出する方法／付表

黒田 行昭 編 A5 • 470頁 ・定価12,000円（税込）

東京都文京区音羽2- 12-21

振替 東京 8-3930 回圏園 編集部合03(3235)3701

販売部合03(5395)3624

DNA撰傷冒像解枡システム
《画像解析装置》と《SCGASSAY専用ソフ

トウェア》により各種測定が同時に行えるシステ

ムです。

（測定内容）

●Tail Length 
• Shape Factor 
●Nuclear Diameter 
●Tail Intensity 
• DNA Migration 
•Ratio 
●Tail Moment 
●統計テータ 置装里王処像画
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フルカラー画像鰯析装置
四•フルカラー対応

•ルックアップテー
ブル内蔵

•PLL回路内蔵

頂•染色細胞解析
●脳細胞解析

●各種特徴値計測

ホストPC

→ 二
PC-98シリーズ

り

“鳳疇＼

→ 
専用ソフトウェア

TVモニタ

《NEWVISION COLOR》は、ホストコン

ピュータにPC-88シリーズを使用し、低価格

でカラー画像解析が行えます。

開発製造元

（（社日本システムハウス協会会員）

Image TechR 
園〉ケイオー電子工業株式会社
〒567大阪府茨木市舟木町5番12号
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HPLC用パックドカラム

_kosil-PAHs一
多環芳香族炭化水索分析専用カラム

環境中に広く存在する多環芳香族炭化水素(PAHs)には、発がん性や変異原性を

有する物が多く、すでに、各国においては規制が行われています。

Wakooak WS-PAHsは多環芳香族炭化水素分析に最適設計された専用カラ

ムです。

●多環芳香族炭化水素16成分を迅速分析
(EPA手法610規定物質）

●優れた再現性と卓越した選択性
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く分析条件）

Eluent : A:Methanol／比〇＝80/20(v/v) 
B:Acetonitrile 
0-4min. Scone. 10% 

4-7min. Scone. 10-100% 
7-25min. Bconc. 100% 

Flow rate: 1.0ml/min. at 30℃ 
Detector : UV254nm, 0.128AUFS 
Sample : 1) Naphthalene 

2) Acenaphthylene 
3) Acenaphthene 
4) Fluorene 

5) Phenanthrene 
6) Anthracene 
7) Fluoranthene 
8) Pyrene 
9) Benz〔司 anthracene
10) Chrysene 
11) Benz゚ 〔b〕fluoranthene
12) Benz゚ 〔k〕fluoranthene
13)Benz゚ 〔a〕pyrene
14) Dibe位 〔a,h〕anthracene

15) Benz゚ 〔ghi)perylene 
16) lnden゚ 〔1,2,3-⑳〕pyrene
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TEL 0726-34-1022 
FAX0726-34-1018 
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＊資料をこ濯青求下さい。

和光純薬工業株式会社
本 社：大阪市中央区道修町 三 丁目 1番2号

〒541 電話 大阪(06)203-3741（代表）

西日本；本社

問い合わせ先
東日本；束京支店試薬部（営業）tel.03 (3270) 8121 fax. 03 (3242) 6501 

学術部 tel. 03 (3270) 8123 fax. 03 (3242) 6501 
試楽部（営業）tel.06 (203) 37 45 fax. 06 (201) 5964 
学術部 tel.06 (203) 1788 fax.06 (201) 5964 
E-mail address; KYM02031@niftyserve.or.jp 



I エームステストシステム CA-II•CA-7II•PCA-II| 
〈微生物を用いる変異原性試験〉

二芦雰茎字盆霜謬昇。1
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I I を必要 ←•町．c-7竺 • 最高級で豊富な機能を備えたシステム 竺A--·—+ ・---] 
照，とする 1(μg／ブレ心l1，， ●接触したコロニーの自動分離計測 2. 0 : I 
I Iもの ←―---~i下 ●スパイラル法コロニー計測 ー ・--i----
、.--••ぼ三数四江．;;．二」‘- 三・.- ——・・ニ・ー」塁且芦二＿．＿＿」
（備考）数値の右の＊印は、苫の生育阻害が認められたものし＇す 。

数値の右の＃印は、菌の沈澱が認められたものです。
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【H由に選べるラインナッフ；

顕微鏡システム
CA-7Milグレイン計測システム

■不透明な培地、色のついた培地上のコロニー計測
■粉・異物・トナー・インク・カーボン等混在コロニー計測
■自由に倍率を変えての拡大計測
■計測データの自動補正
■豊富な‘ノフトウエア
■背景データの検索プログラム
■生育阻害編集機能
■―太郎、ロータス1-2-3対応
※依託試料の測定を行ってあります。あ気軽にご相談下さい。

CA-115 

CA-7MH 

製造発売元

匝システムサイエンス株式会社 本社・工場／〒 197東京都福生市福生 1253-16

T E L O 4 2 5 (52) 5 9 5 6（代表）

生きた組織の無菌スライスができます。

クルムティーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組 ｀ 
織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15圃直径の範囲

＇ で作成できます。

●ボタンを押すだけで、？～3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

•スライスは再現性良く、バラッキもなく 60

~lOOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率1oox) 

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ60μmおよび135μm)で、左の写真はラットの腎臓のスライス(135~200μm)です。

とちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。
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MUTAGENESIS ASSAY 
Big Blue Mouseと同じ特性を有しています。

Big Blueの技術力

Big Blue Mouseは、tnVIVO 
突然変異分析の簡素化に貢献

してまいりました。

この度STRATAGENEは、こ

容易でかつ有効

全てのBigBlueシステムは、
Big Blue Shuttle Vector内
の1080-bplac I geneが主役
です。

友れた特性をBigBlueRat - このlacI geneはDNAから
及びRat2Ce! I Lineに組 容易に回収できます。

み込むことに成功しまし BIGBLUE RODENTS及び CELLLINE 突然変異の検出は大腸菌
た。

これら最先端の研究開発に対

する取り組みはSTRATAGENE

の一貫した技術アプローチの

表れであり、invivo突然変異
研究のパイオニアをお約束す

るものです。

BIG BLUE SHUTTLE VECTOR 

を使ったカラーセレクシ

・近交系C57BL/6、ハイブリッドB6C3F1 ョンで行います。

及び近交系Fisher344を使ったinvivo DNAシークエンス解析も容易

mutation assay system. にできます。

• Rat2胚繊維芽細胞によるinvitro muta-

tion assay system. 
•生殖細胞を含む全ての変異が同定可能。

• Sequence分析によって容易な変異解析。
・米国政府監督機関が評価を実施中。

・無料のワークショップ及び技術サポート。

Contact Stratagene for licensing information 
and a list of licensed contract laboratories 
that can conduct the assay for you. 

◎匹ENE
continuing to pioneer the future 
of in vivo mutation research 

U S PaEn9 No 5 3a? 075 and Pa9●ms Pendmg 

お問合せ先：no匡目名Kラし乏ミネi〒103東京都中央区日本橋2丁目14番9号電話03-3276-7676FAX.03-3276-7626 
ライフサイエンスグルーフ

編集後記

Vol. 17, No. 3をお届けします．次号の Vol.18, No. 1からは雑誌のサイズを A4版に

変えて，装いも新たにする予定です．会員の皆様からの一般論文の投稿をお願いします．

また，資料・情報の欄に本学会の公開シンポ ジウム，各種研究会の発表要旨を随時掲載い

たします．原稿とフロッピーディスクをお送りください．詳しくは，編集委員までお問い

合わせください．

委員長

委員

編集委員

石館 碁

鈴木潤三

澁谷 徹

太田敏博

下位香代子

西冨 保

降旗千恵

複写される方に

本誌（書）に掲載された著作物を複写したい方は，著作

権者から複写権の委託をうけている次の団体から許諾を

受けて下さい。

学協会著作権協議会

〒107東京都港区赤坂9-6-41

社団法人 日本工学会内

Phone: 03-3475-4621 

Fax : 03-3403-1738 
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発行責任者
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日本環境変異原学会
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三造写真工業株式会社
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1特徴I
■今までの恒温振とう水槽の機能をさらに充実させ、
新タイプで登場。

■テ‘ジタル設定・指示の温度調節機構は常温～70℃
までの温度範囲で正確に温度を管理。

■振とうスピ＿ドは20~120ストローク／分で調節可能。
■各種設定は簡単なタッチキ一方式。
■自己診断機能による槽内温度過昇防止・水位低下・
振とうモーター異常や振とう駆動部のトルクリミ

ッタ＿等、豊富な安全機能を装備。

■振とうラックは各種サンプルが自由に掛けられる、
スプリングネット式。

TRI-I 52  I ■試験礫境・設置スペースに合わせ、槽内容量の異
なる二機種を用意。

＿ 
臼 ”X心一

,1;!,'『En皿汗肛1|,IATシリース‘
1特徴I
●振とう培養機専用設計のマイコンにより温度・振

とう数・時間の集中制御。

■温度・振とう数は高精度のPIO制御方式。
■プログラム運転やオートストップ・オートスター
ト運転等4種類の運転モード。

■自己診断機能による安全装置や扉開放時のモータ
一停止等、十分な安全対策。

■各種設定は使い易いテンキー入力。確認は見易い
デジタル表示。

■レシプロ式・ロータリー式の二種類。サイズは各々
500ccフラスコl四本架と？4本架の2タイプ。

TH⑮MASR It-ーマス科学器械株式会社
本郷営業所 〒113東京都文京区湯島4-1-22 云03(3815)3121囮 FAX.03(3815)3125 




